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経済・金融市場への影響は？

2026年3月10日

原油価格急騰で株価急落

マーケットレポート

米国とイスラエルによるイランへの軍事作戦が長期化する懸念が高まったことから、原油価格が

急騰しています。これを受け3月9日の株式市場は、日経平均が一時4,000円超下落するなど、

大幅安となりました。この背景や注意点について確認しておきましょう。

⚫ 米国・イランとも強硬姿勢、紛争長期化懸念強まる

⚫ ホルムズ海峡封鎖が長引くとの懸念から原油価格が急騰

⚫ 株価は乱高下、当面は原油価格をにらんで不安定な展開か

<ＰＯＩＮＴ>

⚫ このため、イランによるホルムズ海峡の事実上の封鎖が長引き、中東産原油の供給

困難な状況が続くとの見方から、原油価格が急騰しました。WTI原油先物は日本時間

9日に一時120ドルに迫るなど、年初の50ドル台半ばから2倍の水準に上昇しました。

⚫ 原燃料コスト上昇や原油供給そのもののリスクなど経済への影響が懸念されること

から、9日の日経平均は一時4,000円超下落、終値でも2,892円安と急落しました。

しかしその後、G7が石油備蓄放出を議論するなど協調して動いたことなどから原油

先物は一時80ドル台まで下落、これを受け翌10日の日経平均は急反発しています。

⚫ 株式市場は当面、原油価格の変動を受けて不安定な動きが続く恐れがあります。

ただ9日の急落で一定の原油高リスクを織り込んだと考えられること、いずれ原油価格

が落ち着けば投資家心理の改善が期待されることなどから、短期的な価格変動に

一喜一憂し過ぎず、長期目線で冷静に投資を続けることが重要です。

※上記は過去の情報または作成時点の見解であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。

⚫ 米国・イスラエルとイランの紛争について、トランプ大

統領が6日、イランの「無条件降伏しかない」と停戦の

ハードルを上げた一方、イラン側は8日、攻撃で死亡し

た最高指導者ハメネイ師の後継に同師の次男のモジ

タバ師を選出したと発表、反米強硬路線の継続を鮮

明にしており、紛争終結がさらに見通せなくなりました。（出所）QUICKよりちばぎんアセットマネジメント作成

【原油先物価格の推移】
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※2022年初～2026/3/9、日次
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